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刈払機の説明
れる目的で使用でき

木、境い目に沿 て生え り ために使用。
両方が使用

1. 刈払機の外観 (図1)
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23. チップソー用飛散防止ガード



56V 刈払機

87

2. 刈払機の仕様
型式 BCX4500

定格電圧 (V) 56 

無負荷最大速度 (RPM)
低速:3500
中速:4500
高速:5200

刈　取　機　構 2.7mm ナイロンコード　/　10インチチップソー

カット幅　（  c   m  ） 45
防水保護等級 IPX5
重量 (バッテリーパック除く/Kg) 5.4
推奨作業温度 (°C) 0～40
推奨充電温度 (°C) 5～40
推奨保管温度 (°C) 0～40

注記：
1. ここに記載されている仕様は事前の通知なしに変更される場合があります。
2. 本機を長時間使用すると、過熱することがあります。機械の損傷を避けるために、使用前に

本機を適切な温度に冷却する必要があります。
3. 製品の特定の構成は、販売地域や生産ロットの違いのため、異なる場合があります。詳しく

は実際の商品をご覧ください。

電動製品の安全に関する一般的な警告
 警告：この電動製品に付属する、安全上の警告、指示、図、および仕様をすべてお読みくだ

さい。警告や指示に従わずにこの製品を取り扱った場合、感電や火災あるいは重大な事故を
起こす危険があります。
後で参照できるように、警告や説明書をすべて保管してください。警告の「電動製品」という用
語は、電動駆動式（コードレス）電動製品を指します。

1.作業場所の安全
a) 作業エリアは清潔に保ち、十　分　に　明るくします。散らかった場所や暗い場所は事故の原因

となります。
b) 可燃性の液体、ガス、粉塵のある状況など、引火や爆発の恐れがある場所で電動製品を

操作しないでください。電動製品は火花を発生させ、粉塵や煙に引火する可能性がありま
す。

c) 電動製品を操作する際は、子供や周囲にいる人を遠ざけてください。注意力が散漫とな
り、操作に集中できなくなるおそれがあります。
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2.電気の安全
a) 電動製品のプラグが、コンセントと合う必要があります。いかなる場合もプラグを改造
しないでください。アース（接地）された電動製品には一緒にアダプタープラグを使用
しないでください。改造してプラグと対応するコンセントを使用すると、感電の危険性
が低下します。

b) パイプ、ラジエーター、レンジ、冷蔵庫などのアースされた、または接地された面と身
体の接触を避けてください。お客様の身体がアースまたは接地されると、感電の危険性
が高くなります。

c) 電動製品を雨や濡れた状態にさらさないでください。電動製品に水が入ると、感電の危
険性が高まります。

d) コードを乱暴に扱わないでください。コードを使用して、電動製品を持ち運ぶ、引っ張
る、またはプラグを抜くことはしないでください。コードは、熱、オイル、鋭利な先
端、または動くものから遠ざけてください。コードが損傷したり絡まったりすると、感
電の危険性が高まります。

e) 電動製品を屋外で操作する場合、屋外での使用に適した延長コードを使用してくださ
い。屋外での使用に適したコードを使用すると、感電の危険性が低下します。

f) やむを得ず電動製品を湿気のある場所で操作することが避けられない場合、残留電流デ
バイス（RCD）で保護された電源を使用してください。RCDを使用すると、感電の危険
性が低下します。

3.作業者の安全
a) 電動製品を操作する際は、油断せず、十分に注意して、作業してください。疲れているとき

や、アルコール、薬剤の影響受けているときは、電動製品を使用しないでください。電動製品の
操作中に一瞬でも注意を怠ると、重大な人身事故につながる可能性があります。

b) 安全保護具を使用してください。目の保護具は必ず着用してください。防塵マスク、滑り止め　安
全靴、ヘルメット、聴覚保護具などの保護具を適切な条件で使用すると、人身事故を減らすこ
とができます。

c) 不意の始動を防ぎます。電源やバッテリーパックに接続したり、製品を持ち上げたり運んだり
する前に、スイッチがオフの位置にあることを確認してください。スイッチに指を置いたまま電動
製品を持ち運んだり、スイッチがオンの状態となり通電し、事故の原因となります。

d) 電動製品に電源を入れる前に、調整キーやレンチをすべて取り外します。電動製品の回転部
分にレンチやキーを取り付けたままにしておくと、人身事故の可能性があります。

e) 無理をしないでください。常に適切な足場とバランスを保ちましょう。これにより、予期しない
状　況でも電動製品をより適切に制御できます。

f) 適切な服装をしてください。ゆったりとした衣服や宝飾品は着用しないでください。髪の毛や
衣服を可動部分から遠ざけてください。ゆったりとした衣服、宝飾品、長い髪は可動部分に
引っかかる可能性があります。

g) 集塵および回収機器を接続する装置が提供されている場合は、これらが接続され、適切に使
用されていることを確認してください。防塵装置を使用すると、粉塵関連の危険を減らすことが
できます。
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h) 電動製品を長く使用することによる慣れが、慢心や気の緩み、安全に使用するルールの
軽視につながります。不注意な行動のが、一瞬のうちに重傷を負う可能性があります。

4.電動製品の使用とお手入れ

5.バッテリーツールの使用とお手入れ

a) メーカー指定の充電器でのみ充電してください。バッテリーパックに適した充電器は、純正品
以外のバッテリーパックに使用すると火災の危険性があります。

b) 電動製品は、指定されたバッテリーパックでのみ使用してください。純正品以外のバッテリー
パックを使用すると、怪我や火災の危険があります。

c) バッテリーパックを使用しないときは、ペーパークリップや硬貨、鍵、釘、ネジ、その他の小さな
金属物など、火傷の原因となるか、または端子同士を接続できる他の金属物から遠ざけてく
ださい。バッテリー端子をショートさせると、やけどや火災の原因になります。

d) 過酷な使用条件では、バッテリーから液体が排出される可能性があるため、触らないでくだ
さい。誤って触れた場合は、水で洗い流してください。液体が目に入った場合は、少なくとも
10分間水で洗い流し、医師の診察を受けてください。バッテリーから液体が排出されると、
炎症や火傷の原因となることがあります。

a) 電動製品に無理な力を加えないでください。用途に適した電動製品を使用してくださ
い。正しい電動製品により、設計どおりの速度で、より効率良く、安全に仕事ができま
す。

b) スイッチで電源のオン、オフが切り替わらない場合は、電動製品を使用しないでくださ
い。スイッチで制御ができない電動製品は危険であり、修理する必要があります。

c) 機械操作の調整、アクセサリーの交換、または電動製品の保管を行う前に、プラグを電
源から外し、バ　ッ　テ　リ　ー　パ　ッ　ク　が　装　着　さ　れ　て　い　れ　ば　外　し　ま　す　。防安全対策により、誤って始動
する危険性が低下します。

d) 使用しないの電動製品は子供の手の届かないところに保管し、電動製品やこれらの指
示に不慣れな人が電動製品を操作しないようにしてください。電動製品は、訓練を受け
ていないユーザーが手にすると危険です。

e) 電動製品の手入れをしてください。動く部分のずれや固着、部品の破損や、異常がないか
確認してください。破損があれば、使用する前に修理してもらってください。電動製品によ
る事故の多くは整備不足が原因です。

f) 刈刃はいつも切れ味を鋭くきれいにしてください。刃先が鋭く正しく手入れされた刈刃
は、加工材に挟まって動かなくなることもなく、より容易な作業ができます。

g) 電動製品、付属部品、先端工具などは、それぞれの取扱説明書に従って使用してくださ
い。作業条件と自分がおこなう作業内容を考慮に入れて作業してください。本来の目的
とは異なる運用をすると危険な状況に陥ることがあります。

h) ハンドルや握り面が乾いた状態で、きれいにしておき、油やグリスが付着しないようにしま
す。ハンドルや握り面が滑りやすいと、不意の状況で電動製品を安全に取り扱い、制御
することはできません。
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e) 破損した、または改造されたバッテリーパックや電動製品は使用しないでください。破損し
た、または改造されたバッテリーは予期せぬ動作をし、火災や爆発、または怪我をもたらす
可能性があります。

f) バッテリーパックや電動製品を火や過度の温度にさらさないでください。火気や130°Cを超
える温度にさらされると、爆発を引き起こす可能性があります。

g) 充電の手順にすべて従い、取扱説明書で指定された温度範囲外ではバッテリーパックや電
動製品を充電しないでください。充電が不適切だったり、指定温度範囲外で充電したりする
と、バッテリーが破損し、火災の危険性が高まることがあります。

6.修理
a) 製品の修理は、必ず純正の交換部品を使用して資格を持った技術者が行っください。電動製

品の安全を維持するために大変重要です。

b) 破損したバッテリーパックは絶対に修理しないでください。バッテリーパックの修理は、必ず
製造メーカーまたはEGO認定の販売店が行ってください。

刈払機の安全に関する警告
• 悪天候、特に落雷の危険性がある場合は、本機を使用しないでください。これにより、雷に打

たれる危険性が低下します。
• 本機を使用する場所に野生生物がいないか、十分に確認します。運転中の本機によって野生生

物が負傷する可能性があります。
• 本機を使用する場所を十分に確認し、石、棒、電線、その他の異物をすべて取り除いてくださ

い。飛散物による、人身事故の可能性があります。
• 本機を使用する前に、ナイロンコードまたは刈刃、およびその組み立て部品が破損していない

か必ず目視で確認してください。部品が破損すると、怪我の危険性が高まります。
• 手順に従って、アクセサリーを交換してください。刈刃を固定するナットやボルトの締め付けが不

適切な場合、破損したり、外れたりする可能性があります。
• 刈刃の定格回転速度は、本機に記載されている最大回転速度と少なくとも等しくなければなり

ません。定格回転速度を超える速度で動作する刈刃は、壊れて砕け散ることがあります。
• 目、耳、頭、手の保護具を着用してください。適切な保護具を使用すると、飛散する破片やナイ
ロンコードや刈刃との偶発的な接触による人身事故を減らすことができます。

• 本機を操作するときは、常に滑り止めのある保護靴を着用してください。裸足のときや、足が露
出するサンダルを履いているときは、本機を操作しないでください。これにより、動いているナイロ
ンコード、刈刃との接触による足の怪我の可能性が減少します。

• 本機を操作するときは、常に長ズボンを着用してください。肌が露出していると、飛散物による
怪我の可能性が高まります。

• 本機の操作中、周囲にいる人を遠ざけてください。飛散した破片により、重大な人身事故につ
ながる可能性があります。

• 本機を操作するときは、常に両手を使用してください。本機を両手で持つことにより、制御が失
われるのを防ぐことができます。
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• 隠れた電線にナイロンコードまたは刈刃が接触する可能性があるため、必ず絶縁された握り
面で本機を保持してください。ナイロンコードや刈刃が「活線」の電線に接触すると、本機の
露出した金属部分が「活線」になり、操作する人が感電する可能性があります。

• 常に適切な足場を保ち、必ず地面に足を付けて本機を操作してください。表面が滑りやす
い、または不安定だと、本機のバランスや制御を失う可能性があります。

• 本機は、過度に急な斜面で操作しないでください。これにより、制御を失ったり、滑って転んで
人身事故を招く危険性が低下します。

• 斜面で作業するときは、常に足場を確認し、常に斜面を横切って作業し、決して上向きや下向き
にはせず、方向を変える際は細心の注意を払ってください。これにより、制御を失ったり、滑っ
て　転んで人身事故を招く危険性が低下します。

• 本機が動作しているときは、本体のすべての部品をナ　イ　ロ　ン　コ　ー　ド　または刈刃から遠ざけてく
ださい。本機を始動する前に、ナ　イ　ロ　ン　コ　ー　ド　または刈刃が何にも接触していないことを確認
してください。本機の操作中に一瞬でも注意を怠ると、ご自分や他の方に怪我をさせる可能
性があります。

• 腰より上の高さで本機を操作しないでください。これにより、意図しないカッターや刈刃の接触を
防ぎ、予期しない状況でも本機をより適切に制御できます。

• 張力がかかっている低木や苗木を切るときは、跳ね返りに注意してください。木質繊維の張力
が解放されると、低木や苗木が操作する人にぶつかったり、本機が制御不能になったりする可
能性があります。

• 低木や苗木を切るときは細心の注意を払ってください。細身の素材は、刈刃に引っかかり自分
にぶつかってきたり、バランスを崩されたりすることがあります。

• 本機の制御を維持し、ナイロンコード、刈刃、その他の危険な可動部品には、まだ動いていると
きは触れないでください。これにより、可動部品による怪我の危険性が低下します。

• 本機のスイッチを切り、体から離して持ち運びます。本機を適切に取り扱うことで、動いている
ナ　イ　ロ　ン　コ　ー　ド　またはブレードに誤って触れる可能性を低下することができます。

• 交換用のナ　イ　ロ　ン　コ　ー　ド　、カッティングヘッド、刈刃は、メーカー指定のもののみを使用してくだ
さい。交換部品が正しくないと、破損や怪我の危険性が高まる可能性があります。

• 詰まったものを取り除いたり、本機を整備したりするときは、スイッチがオフになっていて、
バッテリーパックが取り外されていることを確認してください。詰まったもの除去や修理中に本
機を不意に始動すると、重大な人身事故につながる可能性があります。

• トリマーの損傷 - 異物に当てたり、絡まったりした場合は、すぐに本機を止め、破損がないか確
認し、あれば修理してから、動  作  確  認  をしください。壊れたガードやスプールを付けて操作しない
でください。

• 万が一、本体が異常に振動し始めた場合は、モーターを止め、すぐに原因を調べてください。振動は不具
合の警告である可能性が高いです。ヘッドが緩んでいると振動する、ひび割れする、破損する、または本
体から外れることがあり、重傷または致命傷を負う可能性があります。刈刃アタッチメントが所定の位置
に正しく固定されているか確認します。ヘッドを所定の位置に固定した後で緩んだ場合は、すぐに交換し
てください。刈刃アタッチメントが緩んでいる時は絶対に本機を使用しないでください。



56V 刈払機

92

ブレード推力（キックバック）の原因と関連する警告
ブレード推力とは、苗木や木の切り株などの物体にブレードが詰まったり引っかかったりしたとき
に発生する、機械の突然の横向き、前後方向への動きです。機械や操作する人をどちらかの方
向に突き動かすほど激しい場合があり、本機の制御が失われる可能性があります。
ブレード推力とそれに関連する危険は、以下に示す適切な予防措置をすることで回避できま
す。

• 両手で本機をしっかりと握り、腕の位置を調整して、ブレード推力に抵抗するようにします。体
を本機の左側に置きます。ブレード推力は、本機が予期せず動くことにより、怪我のリスクを
高める可能性があります。適切な予防措置を講じれば、ブレード推力は操作する人が制御で
きます。

• 刈刃が固まる、または何らかの理由で切断が中断する場合は、本機の電源を切り、刈刃が完
全に停止するまで、物体に挟まったまま動かさないでください。刈刃が固まったまま本機を材
料から取り外そうとしたり、刈刃が動いているうちに本機を後方に引いたりしないでくださ
い。ブレード推力が発生する恐れがあります。

• 切れ味の鈍い、または損傷した刈刃は使用しないでください。刈刃の切れ味が鈍くなったり損傷
したりすると、物体に詰まる、引っかかるリスクが高まる結果、ブレード推力が発生します。

• 切断時には、常に良好な視野を確保してください。ブレード推力は、切断しているものが見え
にくい場所で発生しやすくなります。

• 本機の操作中に他の人が近づいてきた場合は、本機の電源を切ってください。ブレード推力
が発生すると、動いている刈刃が他の人を傷つける危険性が高まります。

1. リ イ リ

2. リ
リ イ

環境保護

ルのため、電動製品、

電動製品やアクセサ
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記号
次の記号の一部がお使いの電動製品で使用される場合があります。よく読み、必ず理解し
たうえでご使用ください。これらの記号を適切に解釈することで、電動製品をより適切かつ安
全に操作できます。

記号 説明

取扱説明書/冊子を参照してください

安全の警告

目の保護具を着用してください

耳の保護具を着用してください

マスクを着用してください

安全手袋を着用してください

滑りにくい靴を着用してください

飛散した物に注意してください

15 m(50 ft)

本機と周囲にいる人の間の距離は少なくとも15 mとします。

ブレード推力（キックバック）に注意してください

バッテリーを外してから、メンテナンスしてください
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記号 説明

警告：電動カットによって生じる粉塵の一部には、癌、先天性欠損症、または
その他の生殖障害を引き起こすことが知られている化学物質が含まれています。
これらの化学物質の例としては、以下のようなものがあります。

◾ 鉛含有塗料からの鉛
◾ 化学反応木材からのヒ素とクロム。

し
し
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組み立て 

 警告：部品が破損または欠落している場合は、部品を交換するまでこの製品を操作しないで
ください。部品が損傷または欠落している状態で、この製品を使用すると、重大な人身事故につ
ながる可能性があります。

 警告：この製品を改造したり、この製品での使用が推奨されないアクセサリーを作成したり
しないでください。このような変更や修正は誤用であり、重大な人身事故につながる可能性のあ
る、危険な状態を引き起こす可能性があります。

 警告：刈刃のメンテナンスを行う際は、必ず厚手の手袋を着用してください。刈刃に注意し、手
が傷つかないように保護してください。

警告：重大な人身事故を招く可能性のある不意の始動を防止するため、部品を組み立てると
き、本機を調整するとき、お手入れするとき、または使用しないときは必ずバッテリーパックを取り
外してください。

開梱

この製品は組み立てが必要です。

• 箱から製品とすべてのアクセサリーを慎重に取り出してください。

• 本機を注意深く確認、配送中に発生した破損や損傷がないことを確認します。
• 満足に試運転できるまで、梱包材は廃棄しないでください。
• 何らかの部品に破損または欠損がある場合は、購入販売店へ連絡してください。

両手ハンドルの調整

 警告：部品の組み立て、調整、清掃を行うと
き、または製品を使用しないときは、必ずバッテ
リーパックを製品から取り外してください。
4. 出荷時、両手ハンドルは図2aのようにシ

ャフトに取り付けられています。

2a

　　両手ハンドル
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ッ 、
ン お

持ち上げ

ン 時計回りに し 方向

ン
し

警告：重大な人身事故の危険があ ります。
始動するのは、両両手手ハンドルがポールに直角
に調整され、操作する人が両手で持っている
ときのみにしてください。 2c

2b

ガー ド の 取り 付け
 警告：傷害のリスクを軽減するため、
ガードを に使用しない い

1. ガードの 角レンチ
た 、ガードか と プ ン

ッ します 
2. 本機を持ち上げ、ガードを下に置きます ガ

穴 の
立 穴 た 、

と2
します 

注注： ナイロンカッター
用とチップソー用の2種類あ 　本機を使
用 しいガードを ように

い

3a

3b
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ブレードの取り付け

ッ ッ 立

ー ー

ー ー ー
ー

穴
六角 穴

入 ッ

4c 角

4b

4a チップソー

ー

シャフトロック穴
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の 面が みの 面
い

の方向
支 面
片手で の 片方の

手 を表示
方向 示 矢

4e

バッテリーの取り付け/取り外し

注記：初回利用
く い

取り付け方法
のくぼみ の

「　 」
で

取り外し方法

の　で　 高い位置
いでく い

5a

くぼみ

5b

4d
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ダブルショルダーストラップの取り付け 
1. ダブルショルダーストラップを身につけ、ストラップバックルの2つのパーツを「カチッ」と

音がするまで差し込みます (図6a)。
2. ヒップパッドのカラビナフックを、シャフトに固定されたショルダーストラップループの穴に差

し込み、シャフトをそっと下におろします。 (図6bおよび6cおよび6d)
3. 本機を両手で持ち、体の右側に置きます (図6e)。刈刃は、操作する人がかがむ必要がない

ように、地面と平行で、適切な刈り高さにしなければなりません。
4. 解除するには二つの方法があり、ストラップバックルを解除するか

(図6f)、またはストラップのカラビナを押し、シャフトに固定されたループからフックを取り
外します (図6b)。

6a 6b

6d6c

6e 6f
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 警告：緊急事態が発生した場合は、ストラップの向きに関係なく、すぐに肩から外してくださ
い。ストラップバックル (図6f) を放し、両手をそれぞれの肩の側から離すのが、素早い解除方
法です。

 警告：シングルショルダーストラップとダブルショルダーストラップを同時に使用しないでく
ださい。
注：ストラップを装着する際、他の着用具がストラップの解除や取り外しを妨げないようにしま
す。
操作

 警告：電動製品で何らかの作業を行う前に、バッテリーを取り外してください。
注記：純正のバッテリーパックと充電器のみを使用してください。純正品以外のバッテリーパッ
クや充電器を使用すると、火災の原因となることがあります。

製品型式 バッテリーパック型式 充電器型式

BCX4500 BA1400T、BA2800T、 
BA4200T、BA5600T CH2800D、CH5000

注記：具体的な充電の方法については、バッテリーパックと充電器のマニュアルを参照してくださ
い。

 　警告：バッテリーはある程度まで充電された状態で出荷されます。バッテリーのフル容量を確
保するには、電動製品の初回利用の前に、バッテリー充電器でバッテリーを満充電してください。

 警告：この製品に慣れてきても、注意を怠らないようにしてください。ほんの一瞬でも注意を
怠ると、重傷を負うことがある点を忘れないでください。

 警告：目の保護具は必ず着用してください。物が目に飛散したり、その他重傷を負ったりする
可能性があります。

 警告： 本製品のメーカーが推奨していないアタッチメントやアクセサリーは使用しないでく
ださい。推奨されていないアタッチメントやアクセサリーを使用すると、重大な人身事故を招く恐
れがあります。

 警告：重大な人身事故を防ぐため、修理、清掃、アタッチメントの交換、または本機の異物除去
を行う前に、バッテリーを本機から取り外してください。
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本機を持つ (図7) 

 警告：
、 をしてください。 っ

たりとした衣服 着用しないでくださ
い。目 耳/聴覚 着用してください。
厚手の長 、 、手袋を着用してくださ
い。 ルを いたり、 足で し
たりしないでください。

本機 手 、 き 。

るときは、両手でしっかりと
ってください。刈刃 ッ 、 人 うに、地面と平行

り高さにし り

本本機機の使用
雑木 る刈刃を地面の方 刈取ができるようにし 。本機

は、地面近く 振るように使用し 。 高さよ で 用しないでください。

 警告：刈取部が地面か 高くな 、切り 飛散 ることによ 大
きくなりま 。

 警告： 木立 草を切るときは、刈刃
使用して 推力 うにしてください。刈刃 っかかり機械

に っていかれることが 、比 大きいもの うとしないでください。これ
により刈刃 本体が るか、本機 人身事故 く り

 警告：飛散し 人 人 う り 。人身事
故 こと

• 石、 金属片 しないようにしてください。
• 樹木 低木 ください。
• 刈刃を確認し 。 した刈刃 を ないでくださ
い。

• 刈　刃　の　切　れ　味　が　鈍　く　な　っ　た　り　、　チ　ッ　プ　が　飛　ん　で　し　ま　っ　た　場　合　は　交　換　し　て　く　だ　さ　い　。

7
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ブレード推力(キックバック）

使用 細心 推力
発生
「推力」が発生 停止

人 な な 十分な威力 推力
発生

が見 発生 な
推力 最小化

毎回使用する前に、損傷/摩耗した部品がないか確認する

な

使用後は毎回清掃ををする

手順

警告： 行 停止
重大な人身

刈刈刃刃が詰まっていないか確認する

使用前 使用後
破片 が発生 止

本機の始動/停止

警告：
衣服 着用 目 耳/聴覚 着用

厚手 長 長靴 手袋 着用 裸足
な
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本機の始動方法 (図8) 
1. ロックオフレバーを完全に溝にはまるまで動

かし、その位置に保持してから、トリガースイッ
チを押して始動します。

2. 回転速度は、トリガースイッチで制御します。
トリガーに強い圧力をかけると速度が速くな
り、トリガーに弱い圧力をかけると速度が遅
くなります。その都度作業内容に合わせて速
度を調整します。

注：モーターが始動するのは、ロックオフレバ
ーを溝に沿って動かし、同時にトリガースイッチを押したときのみです。

本機の停止方法
本機を除草エリアから移動させ、トリガースイッチを放して停止させます。

 警告：作業休憩中や作業終了後は、必ずバッテリーパックを本機から取り外してください。

速度モードの変更 (図9)

本機には3つの速度モードが搭載されていま
す。

速度モードは速度モードボタンを押すたびに変
わります。

速度インジケーターには有効な速度モードが表
示され、低速の場合はライト1つ、中速の場合は
ライト2つ、高速の場合はライト3つが点灯しま
す。低速モードでは本機の制御が向上し、1回の
充電あたりの動作時間が長くなります。

注記：速度モードは本機の電源を入れる前、または操作中に設定できます。

休憩後に本機を再始動すると、速度モードは前の速度に戻ります。

バッテリーステータスインジケーターと速度インジケーター (図9)

バッテリーステータスインジケーターには充電レベルとバッテリーパックの動作状態が、速度イン
ジケーターには本機の動作状態が、下のグラフのように表示されます。バッテリーステータスイン
ジケーターと速度インジケーターは本機が始動すると点灯します。

SPEED

9
速度インジ
ケーター

バッテリース
テータスイン
ジケーター

Bluetooth® 
インジケー
ター

速度モードボ
タン

8

トリガースイッチ

ロックオフレバー

速度モードボタン

1

2
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インジケーターライト 意味

バッテリーステ
ータスインジケ
ーター

常時緑に点灯 バッテリー充電レベルが20%～100%
緑に点滅 バッテリー充電レベルが10%～20%

常時赤に点灯 バッテリー充電レベルが10%未満

赤く点滅
バッテリーパックの充電量がほぼ無く
なったため、すぐに充電する必要があ
ります。

常時オレンジ
に点灯

バッテリーパックが過熱しています。
バッテリーパックを、温度が152°F 
(67°C)未満になるまで冷却してくださ
い。下記の「バッテリーの高温保護」を
ご覧ください。

赤/緑が交互に
点滅

バッテリーパックの電子的エラー。バッ
テリーパックを交換するか、購入の販
売店にお問い合わせください「。バッテ
リー回路のエラー保護」をご覧くださ
い。

速度インジケー
ター（イラストは
高速を示してい
ます）

常時緑に点灯 本機は正常に動作しています。

常時オレンジ
に点灯

本機が過熱しています。本機を、温度が
176°F (80°C)未満になるまで冷却して
ください。下記の「機械の高温保護」を
ご覧ください。

オレンジに点滅 本機が過負荷になっています。下記の「
機械の過負荷保護」をご覧ください。

バッテリーの高温保護
操作中にバッテリー温度が158°F (70°Cを超えると、温度保護回路が自動的に本機の電源を切
り、バッテリーパックを過熱による損傷から保護します。バッテリーステータスインジケーターが常
時オレンジに点灯します。トリガーを放し、過熱したバッテリーが冷めてインジケーターが緑に変
わるまで待ってから、本機を再始動してください。

バッテリー回路のエラー保護
バッテリーパックの電子的エラーが発生すると、バッテリーステータスインジケーターは交互に
赤/緑が点滅し、3秒で本機が電源オフになります。バッテリーパックを交換するか、購入の販売
店にお問い合わせください。
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機械の過負荷保護
本機には内蔵の過負荷保護回路が搭載されています。本機が過負荷になると、モーターは停止
し、バッテリーステータスインジケーターがオレンジに点滅します。本機からバッテリーパックを取
り外してから取り付け直し、本機を再始動します。本機への負荷を減らすか、生い茂った低木の
刈取をやめる、またはナイロンコードのコード出しすぎを確認しください　。

機械の高温保護
操作中に本機の温度が90°Cを超えると、温度保護回路が自動的に本機の電源を切り、過熱
による損傷を防ぎます。速度インジケーターが常時オレンジに点灯します。トリガーを放し、過
熱した機械が冷めて速度インジケーターが緑に変わるまで待ってから、本機を再始動してくだ
さい。

最 適 な 刈 取 の ヒ ン ト （　チップソー使用　）

• 操作中は必ず両手で本機を持ってください。両方のハンドルをしっかりと握ります。
• 両足をしっかり地面に付け、バランスを維持します。カッティングブレードのキックバック反応

でバランスを崩さないように位置取りしてください。
• ガラス、岩、コンクリート、フェンス、ワイヤー、木材、金属片など、飛散したり刈刃に絡まったり

する可能性のある隠れた異物がないか確認して取り除いてください。
• 刈刃を歩道、フェンス、柱、建物、その他の移動できない物の近くでは絶対に使用しないでく

ださい。
• 硬い物にぶつかった後、まずは損傷がないか確認しないまま、絶対に刈刃を使用しないでく

ださい。何らかの損傷が確認されたら使用しないでください。
• 横方向にゆっくり振るような動きで、右から左に刈取をします。
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チップソーをナイロンカッターに交換する

ッ
て い

手順 チップソー り
ー

1. ー
2. ホルダー

ー 用穴
穴 角レンチ 入

て固定
3. 手 用 い 支 い面

片手 刈刃
片方 手 使用

てホルダー 矢印 方向 ッ
チップソー ッ

は 立てる
て

チップソー

ー

10a

10b

10c
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4. トリマーヘッドを取り付ける前に、インナーフ
ランジとフランジカバーがモーターシャフト
の図のような正しい位置にあることを確認し
ます (図10dおよび10e)。

5.

6.

7.

ドライブシャフトをトリマーヘッドのネジ穴に
合わせたら、トリマーヘッドをシャフトに反時
計回りに仮締めします。
トリマーヘッドを回してフランジのスロットを
ギアケースのシャフト固定用穴に合わせ、
合わせた穴に付属の六角レンチを挿入し固
定します。
手袋を着用してください。トリマーヘッドをシ
ャフトに反時計回りにしっかりと締めます
(図10f)。

10d モーターシャフト

フランジ フランジカバー

10e

10f

上部カバー

トリマーヘッド

六角レンチ
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チップソー用ガードをナイロンカッター
用ガードに交換する

の
ま

う

に きま 穴
立 穴

せま の面が

の

の 角

トリマーヘッド との共用

警告：重大 人身事故

用 さ ほこ
た 用

毎回使用 作業 片付 石、 飛
った に絡まった もの

子供、 人、
さ 飛散 人

人 目 着用 飛散 きたら 止

警告：重大 人身事故 清掃 ア 本機に絡まっ
たものの を行

もに切れ味が ま

警告： き き
手袋 着用 手
に ま

11a

11b

ガードを下
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 警告：トリマーの清掃には、絶対に水を使用しないでください。プラスチック部品を清掃する
際、溶剤は使用しないでください。ほとんどのプラスチックは、様々な種類の商用溶剤による損傷
を受けやすくなっています。清潔な布を使って、汚れ、ほこり、油、グリスなどを取り除いてくださ
い。

ナイロンコードの長さの調整

トリマーヘッドにより、操作する人はモーターを　
停止することなく、ナイロンコードを繰り出せま
す。コードが乱れたり、摩耗したりした場合は、
本機を操作しながらトリマーヘッドで地面を軽く
叩くと、追加のコードを解放できます。

 警告：ラインカットブレードの組み立て部品
を取り外したり、変更したりしないでください。ラ
インの長さが長すぎると、モーターが過熱し、重大
な人身事故を招く可能性があります。

最  適 な 刈 取 の ヒント（ナイロンカッター使用）

カッティングアタッチメントの正しい角度は地面と平行です。
• 本機に無理な力を加えないでください。コードの先端で切断してください（特に壁に沿う場

合）。先端より深い所で刈取をすると、刈取効率が低下し、モーターが過負荷になる可能性が
あります。

• カット高さは、雑草の表面からカッティングラインまでの距離によって決まります。
• 8インチ(20cm)を超える草を刈るには、ラインが早期に摩耗したりモーターに抵抗が発生し

たりしないように、上から下に少しずつ段階的に作業する必要があります。
• カッティングヘッドの位置をご希望のカット高さに保ちながら、刈る場所の内外に本機をゆ

っくりと動かします。この動きは、前後の動きでも左右の動きでもかまいません。
• 草や雑草が濡れているときに刈るのはお止めください。
• ワイヤーや囲い柵は、過度なコードの摩耗や破損の原因となります。石やレンガの壁、縁石、

木材では、ストリングがすぐに摩耗する可能性があります。
• 樹木や低木は避けてください。木の樹皮、木製の成形物、羽目板、フェンス支柱は、ストリング

によって簡単に損傷する可能性があります。

12
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メンテナンス

警告： 使用 使用
と 生 り り り

が行 り

警告： ッ り
重大 人身 ッ ッチ

警告： 手順 れ 目
が行 ん

一般的なメンテナンス

ッ 使用 ッ
商用溶剤 使用 っ

あり っ れ り り い だ い

警告： 水 だ

クリーニング
• ー
• 毎回使用後、 ー 土、

ッ
• 表面 き
• 小 使用 通気口

が い い
• プ チッ 用

香油、 っ り
り 水分 り

刈刃の切れ味が チップソーのチップが飛んだ場合は だ
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ブレードの交換

警告： り
片 飛散物 り 大き り

く

警告： り り 目 着用 く

バッテリーの取り外し方

ス
ス 用穴

ブレードの取り付け
り 穴 六角 挿入

支 面
す 片手 う片方 手
機 使用
矢印 方向

立

り す 方 ブ
レードの取り付け

駆動ギアの潤滑

最高 よう
間使用す 本機 リ

り く

15a グリス用

13

チップソー

ー

14
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グリス用 二 一
う一 り

六角レンチ り
手順 最大0.169 ン リス

油穴 入

ギアケース満タンにグリスを注入しない
でください。
1. グリス用 よ

2. 六角レンチ 使用 グリス用 り
3. グリス注入 使用 注油穴 グリ 注入

よう さ

4. 注入後、グリス用

グリス さ れ ん
•

• 作業

15b グリス用

輸送と保管
• チップソー 保護カバーを り か 保

行 刈刃 刃
•

• で　子 の手が
• 園芸用化学薬品 凍結防止剤 腐食性 を

本機を横にします。（図15aおよび15b)

モリブデン耐熱用グリス
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トラブルシューティング

問題 原因 解決策

停止

を確認してか
ッ ッ

に「カ ッ」 。

ー を し

高温保護」

本機が し 。
高温保護」 項を

さい。

ー なってい
。

項を い。

く し
。 して 本機
を 生い っ 雑草を
を止 ナイロンコード 長

さを確認してく さい　。

大 「駆動ギアの潤滑

項をご覧ください。

176°F(80℃)未満になるまで
冷却してください。
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問題 原因 解決策

ー ッドがコー
ド ん

を止

ー 十 なコードが
ん

ナイロ
ンコード

コードが ー ッド
ッ

ド ットします。

コードが す す
ナイロンカッ

ター す コード

地面近 高 高

ガード
インカ

ードがコード
インカッ ード

か いガード
い

ナイロンコー



56V  刈払機

保証条件
• 製品の修理が必要な場合は、本機購入販売店へ連絡してください。製品保証の開始日は、購入

保証書の日付に基づきます。
• 使用者個人の不適切な操作が原因でなく、部品の欠陥または製造上の不具合により製品が

不良である場合、当該製品は保証期間内に無償修理を受けるものとします。
• 保証期間は次のとおりです：

家庭用ユーザー / 非商用ユーザーの場合
 機械・装置の保証は12か月、バッテリー保証は12か月、充電器保証は12ヶ月。
プロフェッショナルユーザー / 商用ユーザーの場合
 機械・装置の保証は3か月、バッテリー保証は3か月、充電器保証は3ヶ月。

• 保証適        応    外    事    項    ：
1. 通常の使用によって引き起こされた自然な摩耗や損失 — トランスミッションギアやベル

トなど。充電器の電源コード。チェーンソーのチェーン、ガイドバー、ガイドバー保護ケース。ナイ
ロンコード、ブレード、シールド、ナイロンカッターおよび付属部品。車輪付き芝刈機の金属
ブレードと車輪。ヘッジトリマーのブレードとブレード保護カバー。

2. 自然要因によるケースの退色や経年劣化（化学洗浄剤や研磨剤の使用により発生した
ケースの変色、経年劣化など）。

3. 取扱説明書の不遵守、異常な環境条件、過負荷、または不十分なメンテナンスによって引
き起こされた製品の故障（汚れたチェーン潤滑油をチェーンソーに使用することにより起
きたオイルの詰まりなど）。ヘッジトリマーのブレードが適切に清掃されなかったために
発生した錆。

4. お客様自身またはEGO認定の販売店以外での分解および修理により発生した電動製品
の故障。

5. 非純正品のEGOアクセサリーの使用により発生した不具合。

6. 認めていない改造または部品変更された電動製品。

7. 付属アクセサリーまたはアクセサリー。

8. レンタル目的で使用されるすべての機器。
• お買い上げのレシートと本機のシリアル番号は重要な保証の証明書類です。大切に保管し

てください。購入販売店から求められる場合は、保証の証明書類として提示してください。
• 保証期間中にご不明な点がございましたら、購入販売店にお問い合わせください。販売店の

特別な保証条件や、記載されていない事項については、本保証条件と矛盾がないときは、当
該販売店の条件が優先されるものとします。

事前の通知なしに仕様の変更をすることがあります。

115





MOWER



Manufacturer: Nanjing Chervon Industry Co.,Ltd
Made in China




